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【絵画の部】
厚生労働大臣賞　帰山真佐子

【書道の部】
厚生労働大臣賞　川端由紀子

【写真の部】
厚生労働大臣賞　牛若忠雄

【写真の部】
福井県知事賞　田中　孝

【絵画の部】
福井県知事賞　山本かよ子
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】

福
井
県
知
事
賞　

岩
佐
成
子

　

昨
年
二
〇
〇
六
年
は
、

労
働
者
福
祉
運
動
に
と
っ

て
は
、
機
転
に
な
る
一
年

で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
ク
レ
・
サ
ラ
問
題
に

つ
い
て
は
、
連
合
や
労
福

協
・
福
祉
事
業
団
体
と
の

連
携
ば
か
り
で
な
く
、
法

曹
界
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

社
会
運
動
に
昇
華
さ
せ
成

果
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
の
労
働
者
福

祉
運
動
の
あ
り
方
の
道
筋

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

二
〇
〇
七
年
は
「
ホ
ワ

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

イ
ト
カ
ラ
ー
エ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
」
な
ど
、
我
々
生

活
者
の
環
境
は
ま
す
ま
す

厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

今
こ
そ
「
暮
ら
し
に
か

か
わ
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
」

の
体
制
作
り
を
進
め
る
必

要
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

連
合
や
各
福
祉
事
業
団
体

と
の
「
協
働
」
に
よ
る
生

活
者
支
援
に
一
層
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

〔
絵
画
の
部
〕

　

県
美
展
開
催
直
後
の
会

期
の
為
か
、
出
品
数
は
一

七
点
減
少
し
た
が
、
内
容

は
充
実
し
て
力
作
が
多
く
、

見
ご
た
え
の
あ
る
会
場
と

な
っ
た
。

（
評
・
清
水
純
一
郎
）

〔
書
道
の
部
〕

　

勤
労
者
の
方
々
を
主
体

に
主
婦
や
退
職
者
の
方
々

な
ど
年
々
作
品
応
募
が
増

え
続
け
て
い
る
。
漢
字
、

仮
名
、
臨
書
、
前
衛
と
部

門
も
多
様
と
な
り
、
関
心

が
ま
た
上
が
り
そ
う
で
す
。

（
評
・
吉
川
壽
一
）

〔
写
真
の
部
〕

　

各
人
の
感
性
を
表
出

し
よ
う
と
す
る
作
者
の

姿
が
作
品
の
中
か
ら
う

か
が
い
知
れ
て
頼
も
し

く
感
じ
た
。
ま
た
、
三

分
の
一
が
女
性
の
作
品

で
現
代
の
写
真
活
動
の
一

面
が
み
え
、
こ
れ
か
ら
の

写
真
に
期
待
を
覚
え
ま
す
。

（
評
・
柳
澤
一
郎
）

　

平
成
十
八
年
十
一
月
三
十
日
㈭
〜
十
二
月
三
日
㈰
の
四
日
間
、
県
立
美
術
館
に
於

い
て
、
第
五
六
回
勤
労
者
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
「
あ
な
た
の
世
界

を
創
り
ま
せ
ん
か
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
に
絵
画
の
部
一
二
六
点
、
書
道
の
部
六
九

点
、
写
真
の
部
一
一
一
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
特
筆
す
べ
き
は
、
長
い
勤
労
者

美
術
展
の
歴
史
の
中
で
も
前
衛
書
が
最
高
賞
に
輝
い
た
こ
と
で
す
。
全
出
品
数
は
昨

年
を
若
干
下
回
り
ま
し
た
が
、
審
査
員
講
評
に
も
あ
り
ま
し
た
様
に
、
一
人
一
点
と

い
う
制
約
の
中
で
一
点
集
中
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

第５６回勤労者美術展
（主催：福井県労働者福祉協議会、福井県、福井県労働者福祉基金協会）

各
部
門
の
講
評

前衛書が厚生労働大臣賞に！

全
労
済
だ
よ
り

　

十
一
月
十
日
〜
十
一
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
福

井
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
第
三
期
生
活
保

障
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
講
座
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

十
七
団
体
よ
り
二
八
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、

①
保
障
設
計
運
動
と
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

②
社
会
保
障
制
度
の
基
礎
知
識

③
五
十
歳
代
セ
ミ
ナ
ー
の
概
要

④
損
害
保
障
の
基
礎
知
識

⑤
生
命
保
障
の
基
礎
知
識

⑥
ユ
ニ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

⑦
金
融
商
品
の
基
礎
知
識

⑧
税
金
の
基
礎
知
識

に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
修
了
者
の
方
々
へ
の

情
報
発
信
・
活
動
報
告
継
続
研
修

等
充
実
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。
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